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福山
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北九州・福岡・
下関・春日

佐世保

佐賀

長崎

鹿児島

水戸・ひたちなか
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添
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帯広
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富士宮・富士飯田

徳山 岩国

今治

新居浜
大牟田

八代

都城

延岡

都市圏 ○□ 都市圏名

116,901
(92.0%)

面積（万km2）

21.7
(58.0%)

人口（千人）市町村数

2,257
(70.0%)

（※人口は2000年国勢調査速報値）

（括弧内は対全国比）

政令市

中核市（予定を含む）

特例市（予定を含む）

都道府県庁所在市

凡例 都市数

14

37

55

5

総　　数※ 227
※重複する都市はダブルカウントしない

都市の種類

その他 10万以上市 116

ポイント：交通流動から見た地域ブロック形成をどのように考えるか。

都市圏間の交通流動を分析するため、人口10万人以上の227都市の中心（市役所）からの１時間
圏を都市圏として設定。都市間の連担性から82都市圏に集約。

交通流動から見た82都市圏域設定（都市圏と中心市の位置図）
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１９９０年代には、国土を縦貫するネットワークに加え、国土を横断するネットワークの形成が図ら
れらた。

１９９０年～２０００年における高速道路（高規格幹線道路）の整備状況

　　～H2に供用開始

H2～H11に供用開始

～1990年に供用開始

1990年～2000年に供用開始

ポイント：交通流動から見た地域ブロック形成をどのように考えるか。
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国土を横断する高速道路ネットワークが整備されていなかった１９９０年では、東北、中国、四国の中心性が弱く
なっている。

交通機関別の各都市圏のつながり（高速道路）

ポイント：交通流動から見た地域ブロック形成をどのように考えるか。
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　全車・平日

（総流動量に内々交通量は含まない）

82都市圏

：最大交通流動先である関係

：相互に最大流動先

※中京と京阪神間は高速道路の利用交通量
からは互いに最大流動先であるが、鉄道利用
の流動先をみると、中京は京浜葉との結びつ
きが強いなど高速道路の流動のみで判断でき
ないことから、それぞれ独立のブロックとする。

1990年度全国高速道路自動車起終点調査より

全車・平日

※北陸の5都市圏の中心性は金沢市圏にあるが、
5都市圏全体としては、京阪神地域への流動性が高い。

１９９０年
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82都市圏

：最大交通流動先である関係

：相互に最大流動先

※中京と京阪神間は高速道路の利用交通量
からは互いに最大流動先であるが、鉄道利用
の流動先をみると、中京は京浜葉との結びつ
きが強いなど高速道路の流動のみで判断でき
ないことから、それぞれ独立のブロックとする。

（千台/日） 1999年度全国高速道路自動車起終点調査より
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※北陸の5都市圏の中心性は金沢市圏にあるが、
5都市圏全体としては、京阪神地域への流動性が高い。

交通機関別の各都市圏のつながり（高速道路）

地域ブロックを横断する高速道路ネットワークが整備されたことにより、1990年に比べて1999年には、地域ブロックの代
表的な都市圏（札幌、仙台、京浜葉、中京、京阪神、広島、高松、北九州・福岡）の中心性が高まりつつある。

ポイント：交通流動から見た地域ブロック形成をどのように考えるか。

１９９９年

27



Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅰ

Ⅰ 570

940

1,350

580

420
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4,770

2,460

Ⅱ
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Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

高速道路利用交通による圏域構成は、概ね地域ブロックと同程度のまとまりを示している。

交通流動から見た地域ブロック形成

1999年度高速道路利用交通量の起終点
調査より、最大流動先の都市圏を算定

最大流動

相互に最大流動

ポイント：交通流動から見た地域ブロック形成をどのように考えるか。
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AHS( )

AHS Advanced Cruise-Assist Highway Systems
AHS( ) 1) 2) 3)

3

AHS( 2/3 25
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CONTAINERISATION INTERNATIONAL YEAR BOOK CONTAINER AGE SEPTEMBER 2001

1980� 2001�
TEU)

1
/

1,947 1 18,000
2 1,901 2 15,520
3 1,465 3 7,907
4 1,456 4 7,540
5 979 5 6,334
6 917 6 5,945
7 852 7 5,190
8 825 8 ? 5,076
9 783 9 4,680

10 782 10 4,463

12 722

16 634

18 632 18 2,770

21 2,400

25 2,100
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